
●
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」

「
ワ
ン
・
パ
ー
パ
ス
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
、

突
如
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
で
鳴
り
出
す
。

「
君
の
瞳
に
乾
杯
！
」
と
い
う
決
め
台
詞
で

話
題
を
呼
ん
だ
ア
メ
リ
カ
映
画
（
１
９
４
２
年

制
作
）
で
あ
る
。
ハ
ン
フ
リ
ー
・
ボ
ガ
ー
ド
と

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
共
演
の
傑
作
で

あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
下
、
フ
ラ
ン
ス
領
モ

ロ
ッ
コ
の
首
都
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
が
舞
台
。

あ
る
カ
フ
ェ
で
、
敵
役
の
ド
イ
ツ
人
将
校
た

ち
が
「
ラ
イ
ン
の
守
り
」
を
斉
唱
し
始
め
る
や
、

愛
国
心
に
駆
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
が
、
フ

同
志
社
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ラ
ン
ス
国
歌
「
ラ
・
マ
ル

セ
イ
エ
ー
ズ
」で
対
抗
し
、

や
が
て
歌
声
は
ド
イ
ツ
軍

歌
を
圧
倒
す
る
。

こ
の「
ラ
イ
ン
の
守
り
」

は
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ュ
ネ
ッ

ケ
ン
バ
ー
ガ
ー
作
詞
（
１

８
４
０
年
）、
カ
ー
ル
・

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
作
曲
（
１

８
５
４
年
）
の
ド
イ
ツ
の

歌
で
、
普
仏
戦
争
（
１
８

７
０
年
）
の
際
に
は
国
歌

の
よ
う
に
愛
唱
さ
れ
た
。

48

同
　
志
　
社
　
人
　
物
　
誌

93

Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

―「
共
な
る
志

ワ
　
ン
・
パ
　
ー
　
パ
　
ス

」に
献
身
し
た
同
志
―

曲
が
同
志
社
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
「
ワ
ン
・
パ
ー

パ
ス
」
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

映
画
で
は
当
初
、「
ラ
イ
ン
の
守
り
」
で
は

な
く
、
ナ
チ
ス
の
党
歌
「
ホ
ル
ス
ト
・
ブ
ッ
セ

ル
」
が
候
補
に
上
っ
た
と
い
う
。
不
幸
に
も
ナ

チ
ス
に
利
用
さ
れ
た
た
め
に
、「
ラ
イ
ン
の
守

り
」
は
戦
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
歌
う
の
が
憚
ら

れ
て
い
る
。
い
ま
で
は
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
や

「
ブ
ル
ー
マ
ッ
ク
ス
」（
ア
メ
リ
カ
映
画
、
１
９

６
６
年
）、「
大
い
な
る
幻
影
」（
フ
ラ
ン
ス
映

画
、
１
９
３
７
年
）
な
ど
で
耳
に
す
る
く
ら
い

で
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
評
判
を
落
と
し
た
曲
が
、
な
ぜ
同

志
社
で
歌
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。実
は
、

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
の
方
が
、
ナ
チ
ス
よ
り
は
る

か
に
古
い
。
１
９
０
８
年
の
作
詞
だ
か
ら
で
あ

る
。

●
詩
人

当
時
、
同
志
社
大
学
教
員
の
シ
ド
ニ
ー
・
ギ

ュ
ー
リ
ッ
ク
が
合
唱
好
き
の
学
生
、
片
桐
哲

（
同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
者
。
後
に
同
志

社
女
子
大
学
長
）
ら
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
歌
集

を
与
え
た
と
こ
ろ
、
学
生
が
「
同
志
社
に
も
校

歌
を
」
と
所
望
し
た
。
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
が
さ
っ

そ
く
作
詞
を
依
頼
し
た
の
は
、
Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ

ー
リ
ズ
で
あ
っ
た
。

「
君
は
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
に
た
び
た
び
詩
を

発
表
し
て
い
る
が
、
ひ
と
つ
同
志
社
の
た
め
に

作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
。
フ
ラ
ン
ク
・
ロ

ン
バ
ー
ド
（
同
志
社
）
も
勧
め
た
。
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
は
失
職
直
後
で
、
お
り
し
も
京
都
三
条
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
会
館
の
工
事
現
場
監
督
と
し
て
週
に
三

日
、
琵
琶
湖
畔
か
ら
通
う
身
で
あ
っ
た
。
宿
泊

は
ロ
ン
バ
ー
ド
邸
、
食
事
は
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ

ィ
ス
邸
で
世
話
に
な
っ
て
い
た
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
同
志
社
と
の
繋
が
り
は
、
こ

れ
よ
り
３
年
前
、
彼
が
近
江
八
幡
に
赴
任
し
た

10
日
後
か
ら
始
ま
る
。
彼
は
来
日
直
後
に
、
か

ね
て
聞
い
て
い
た
同
志
社
を
さ
っ
そ
く
視
察
し

た
。
以
後
、
３
年
間
に
わ
た
っ
て
何
度
も
足
を

運
ん
だ
。
だ
か
ら
、
作
詞
依
頼
は
彼
に
は
「
非

常
に
光
栄
欣
快
」
で
あ
っ
た
。
曲
は
イ
ェ
ー
ル

大
学
（
同
志
社
で
は
Ｄ
・
Ｗ
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の

母
校
）
校
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
（
こ
れ
が
「
ラ
イ

ン
の
守
り
」）
を
借
用
し
た
。「
最
も
青
年
ら
し

く
、
元
気
に
満
ち
満
ち
た
」
曲
、
だ
か
ら
で
あ

る
。歌

詞
は
一
節
か
ら
神
の
た
め
、
同
志
社
の
た

め
、
祖
国
の
た
め
、
と
三
節
ま
で
歌
い
、
四
節

で
「
世
界
同
朋
の
た
め
」
と
締
め
く
く
る
。
だ

か
ら
、
作
詞
家
自
ら
「
必
ず
四
節
も
歌
っ
て
ほ

し
い
」
と
願
う
（「
ワ
ン
・
パ
ー
パ
ス
の
回
顧
」

『
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』
１
９
５
２
年
２
月

28
日
）。
こ
の
点
は
、
西
邨
辰
三
郎
（
元
香
里

中
･
高
等
学
校
教
諭
）
の
証
言
と
も
符
合
す
る

（
西
邨
辰
三
郎
「
同
志
社
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
と

一
ひ
と
つ

柳
や
な
ぎ

米め

来れ

留る

先
生
」
67
頁
、『
同
志
社
時
報
』

65
、
１
９
７
８
年
）。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
詩
情
豊
か
な「
芸
術
的
天
分
」

に
恵
ま
れ
、
音
楽
を
能
く
し
、
詩
を
作
っ
た

本
井
　
康
博

（
大
学
神
学
部
教
授
）

ヴォーリズ（前列右から3人目）を迎えて
（現、啓明館前。1930年11月11日。
前列中央は大工原銀太郎同志社総長）

妻の一柳満喜子と佐々木伸尚
（『今生きるヴォーリズ精神』から）



た
（『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
評
伝
』
38
頁
）。

け
れ
ど
も
日
本
赴
任
後
に
教
員
を
失
職
し
た

の
を
契
機
に
、
１
９
０
８
年
、
ア
マ
チ
ュ
ア
建

築
家
な
が
ら
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
理
事
長
は
佐
伯

理
一
郎
）
の
一
室
に
、
教
え
子
の
吉
田
悦
蔵
、

村
田
幸
一
郎
の
協
力
を
得
て
設
計
事
務
所
（
後

の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
）
を
始
め
た
。
２

年
後
に
帰
国
し
て
建
築
技
師
の
レ
ス
タ
ー
・
チ

ェ
ー
ピ
ン
と
再
来
日
し
、
吉
田
を
加
え
て
３
人

で
合
名
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
手
が
け
た
建
築
作
品
は
千
六

百
を
超
え
る
。
同
志
社
大
学
（
今
出
川
校
地
）

に
も
４
棟
存
在
す
る
。
啓
明
館
（
書
庫
は
１
９

１
５
年
、
本
館
は
１
９
２
０
年
）
、
致ち

遠え
ん

館

（
１
９
１
６
年
）、
同
志
社
ア
ー
モ
ス
ト
館
（
１

９
３
１
年
。
２
０
０
５
年
に
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
）、
そ
れ
に
新
島
遺
品
庫
（
１
９
４
２

年
）
で
あ
る
。

●
同
志
社
と
の
繋
が
り
　

同
志
社
と
の
縁
は
、
校
歌
や
建
築
だ
け
で
は

な
い
。
理
事
や
評
議
員
と
し
て
同
志
社
の
経
営

に
尽
力
し
て
い
る
。
同
志
社
理
事
会
が
１
９
３

０
年
９
月
30
日
に
「
社
友
」
に
推
薦
し
た
時
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
祝
賀
会
（
同
年
11
月
11
日
、
デ

同
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（
竹
中
勝
男
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
先
生
」、『
同
志
社

校
友
同
窓
会
報
』
１
９
３
４
年
11
月
15
日
）。

学
生
時
代
に
す
で
に
詩
集
を
自
費
出
版
し
て
い

る
（
奥
村
直
彦
『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
評
伝
』
46
頁
、

港
の
人
、
２
０
０
５
年
）。
来
日
後
もP

oem
s

of
the

E
a

st
a

n
d

W
est

(1960)

な
ど
を
出

版
し
て
い
る
。
な
お
、『
讃
美
歌
』
で
は
２
３

６
番
「
神
の
国
」（
１
９
１
０
年
）
が
彼
の
作

詞
で
あ
る
。

●
建
築
設
計

作
詞
以
外
で
も
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
多
芸
多
才
で

あ
る
。
な
か
で
も
建
築
設
計
士

の
知
名
度
は
抜
群
で
あ
る
。が
、

本
格
的
な
専
門
訓
練
は
受
け
て

い
な
い
。
ほ
ぼ
独
学
で
あ
る
。

コ
ロ
ラ
ド
州
の
イ
ー
ス
ト
・

デ
ン
バ
ー
高
校
を
卒
業
後
、
建

築
家
を
め
ざ
し
て
コ
ロ
ラ
ド
大

学
（
創
立
は
同
志
社
と
同
年
。

し
か
も
会
衆
派
）に
進
学
し
た
。

し
か
し
、
在
学
中
に
外
国
伝
道

に
目
を
開
か
れ
、
理
系
コ
ー
ス

か
ら
哲
学
コ
ー
ス
へ
と
転
科
し

50

ン
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
）
の
た
め
に
来
学
し
た
。

意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
諸
大
学
で

の
教
鞭
で
あ
る
。
１
９
４
２
年
４
月
の
京
都
帝

大
文
学
部
講
師
就
任
に
続
い
て
、
６
月
に
は
同

志
社
大
学
講
師
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
10
月
に
は

東
京
帝
大
文
学
部
講
師
（
年
俸
千
五
百
円
）
を

委
嘱
さ
れ
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
や
テ
ニ
ソ
ン
な
ど

を
講
じ
た
（『
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
評
伝
』
２
４
０
頁
）。

同
志
社
の
『
職
員
録
』
で
は
、
１
９
４
３
年

度
　
文
学
部
講
師
　
英
作
文
、
１
９
４
４
年
度

法
学
部
教
授
、
１
９
４
５
年
度
　
不
明
、
１
９

４
６
年
度
〜
１
９
４
７
年
度
　
文
学
部
客
員
教

授
、
と
あ
る
。
科
目
は
英
作
文
以
外
、
不
明
だ

が
、
山
本
文
雄
元
梅
花
学
園
長
は
「
１
９
４
６

年
に
文
学
部
神
学
科
で
詩
篇
を
習
っ
た
」
と
証

言
す
る
。

●
教
育
者

も
と
も
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
教
育
者
と
し
て
人

生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
今
よ
り
１
０
１
年

前
の
１
９
０
５
年
、
24
歳
の
青
年
教
師
（
英
語

科
）
と
し
て
来
日
し
た
。
赴
任
地
は
近
江
八
幡

の
滋
賀
県
立
商
業
学
校
（
現
滋
賀
県
立
八
幡
商

業
高
等
学
校
）
で
あ
っ
た
。
か
た
わ
ら
膳ぜ

所ぜ

中

学
校
や
彦
根
中
学
校
で
も
教
え
た
。
膳
所
で
は

新
任
の
英
語
教
師
に
南み

な

石い
し

福
二
郎
（
の
ち
に
同

志
社
大
学
予
科
教
授
）
が
、
ま
た
、
各
校
の
教

え
子
に
吉
田
や
村
田
、
そ
れ
に
清
水
安
三
（
桜お

う

美び

林り
ん

学
園
創
立
者
）
な
ど
が
い
た
。

け
れ
ど
も
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
キ
リ
ス
ト
教
伝

道
の
故
を
も
っ
て
ま
も
な
く
公
立
学
校
を
追
わ

れ
た
。
な
ら
ば
私
学
、
と
ば
か
り
、
妻
（
満
喜

子
）
が
１
９
２
０
年
に
始
め
た
幼
児
教
育
（
後

述
）、
な
ら
び
に
吉
田
が
始
め
た
近
江
勤
労
女

学
校
（
１
９
３
３
年
）
を
支
援
し
た
。
こ
れ
が

現
近
江
兄
弟
社
学
園
の
端
緒
で
あ
る
。
１
９
５

１
年
に
は
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
キ
リ

ス
ト
教
系
総
合
学
園
に
成
長
し
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

（
米
来
留
）
が
理
事
長
、
妻
が
学
園
長
に
就
任

し
た
。
私
は
最
晩
年
の
満
喜
子
園
長
か
ら
就
職

面
接
で
鋭
い
質
問
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

●
信
徒
・
伝
道
者

さ
ら
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
宣
教
師
魂
を
も
っ
た

篤
信
の
信
徒
で
あ
る
。
幼
児
の
こ
ろ
、
長
老
派

教
会
で
受
洗
し
た
。
近
江
に
赴
任
直
後
か
ら
自

宅
で
バ
イ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
を
開
い
た
た
め
、
わ

ず
か
２
年
で
教
師
を
解
任
さ
れ
た
。
１
９
０
７

年
、
た
だ
ち
に
吉
田
と
滋
賀
県
下
の
教
化
を
目

的
と
し
て
「
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」（
近
江
基
督

キ
リ
ス
ト

教
慈
善
教
化
財
団
、現
財
団
法
人
近
江
兄
弟
社
）

を
立
ち
上
げ
た
。

以
後
、
ガ
リ
ラ
ヤ
丸
に
よ
る
琵
琶
湖
沿
岸
伝

道
に
尽
力
し
た
。
最
盛
期
に
は
米
原
や
八
日
市

な
ど
各
地
に
キ
リ
ス
ト
教
会
館
が
建
て
ら
れ
、

近
江
八
幡
を
要
に
し
た
伝
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

同志社アーモスト館（右手は啓明館）

新島遺品庫（背後は啓明館）

到遠館（右手は啓明館）



本
に
帰
化
し
、
日
本
に
残
留
し
た
。
姓
名
も

「
一
柳

ひ
と
つ
や
な
ぎ

米め

来れ

留る

」
と
変
え
た
。「
米・

か
ら
来・

て
、

日
本
に
留・

ま
る
」
決
意
表
明
で
も
あ
っ
た
。

１
９
５
７
年
、
軽
井
沢
に
お
い
て
ク
モ
膜
下

出
血
で
倒
れ
た
。
翌
年
、
近
江
八
幡
市
名
誉
市

民
（
第
１
号
）
に
推
さ
れ
た
が
、
つ
い
に
再
起

で
き
ず
、
１
９
６
４
年
５
月
７
日
、
７
年
間
に

及
ぶ
無
言
の
闘
病
生
活
の
末
、
昇
天
。
八
幡
市

郊
外
の
恒
春
園
に
納
骨
さ
れ
た
。
夫
妻
の
か
つ

Ｅ
・
Ｓ
・
カ
ー
ブ
で
あ
っ
た
。

満
喜
子
は
神
戸
女
学
院
音
楽
部（
ピ
ア
ノ
科
）

を
出
て
、
ア
メ
リ
カ
留
学
（
ブ
リ
ン
モ
ア
・
カ

レ
ッ
ジ
予
備
学
校
）
を
し
た
幼
児
教
育
専
門
家

で
あ
っ
た
。
１
９
２
０
年
に
自
宅
に
子
ど
も
た

ち
を
集
め
て
「
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
開
始
。

こ
れ
が
翌
年
、「
清
友
園
」（
１
年
後
に
は
幼
稚

園
と
し
て
認
可
）
へ
と
発
展
し
た
。

戦
時
中
の
１
９
４
１
年
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
日

同
志
社
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形
成
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
１
９
１
２
年
に
キ
リ
ス
ト
教
家
庭

雑
誌
『
湖
畔
の
声
』（
近
江
兄
弟
社
）
を
創
刊

し
た
り
、
１
９
１
８
年
に
は
結
核
療
養
の
た
め

の
近
江
療
養
院
（
現
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院
）

を
設
立
し
た
。

一
方
で
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
活
動
に
も
早
く
か
ら
意

欲
的
で
あ
っ
た
。
学
生
時
代
に
す
で
に
大
学
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
に
所
属
し
た
。
外
国
伝
道
を
志
望
し
て

来
日
し
た
の
も
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
斡
旋
で
あ
っ
た
。

近
江
八
幡
で
は
赴
任
ま
も
な
い
１
９
０
７
年
に

八
幡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
を
設
立
し
た
が
、
竣
工
と

同
時
に
商
業
学
校
を
解
雇
さ
れ
た
の
は
皮
肉
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
京
都
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
の
工

事
監
督
に
従
事
し
た
こ
と
は
先
に
見
た
。

●
実
業
家
・
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ス
ト

こ
う
し
た
社
会
教
育
や
伝
道
資
金
の
確
保
の

た
め
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
実
業
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
ず
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
合
名
会
社（
１
９
１
０
年
）、

つ
い
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
設
計
事
務
所
（
１
９

２
０
年
）
と
同
時
に
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
（
現

メ
ン
タ
ー
ム
）
の
発
明
者
か
ら
無
償
で
販
売
権

を
得
て
、
近
江
セ
ー
ル
ズ
株
式
会
社
（
１
９
２

０
年
、
現
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
）
を
設
立
し

た
。
こ
う
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
経
済
活
動
で
の

最
大
の
特
色
は
、
伝
道
優
先
で
あ
る
。

「
商
売
を
し
て
も
た
だ
金
を
儲
け
る
の
み
、

な
ら
ば
面
白
く
な
く
、
其そ

れ
に
よ
り
基
督

キ
リ
ス
ト

の
主

義
を
宣
揚
す
る
に
非
ら
ず
ば
、
無
意
義
で
あ
り

ま
す
」、「
金
よ
り
奉
仕
」
で
あ
る
。
開
業
以
来
、

一
銭
の
貯
金
も
せ
ず
、「
余
分
は
す
べ
て
伝
道

に
捧
げ
ま
し
た
。
開
社
以
来
、
伝
道
に
捧
げ
た

金
が
五
十
余
万
円
」
と
い
う
（
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

「
近
江
兄
弟
社
の
精
神
的
機
構
」、『
同
志
社
校

友
同
窓
会
報
』
１
９
３
４
年
11
月
15
日
）。

要
す
る
に
典
型
的
な
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ス
ト

で
あ
る
。
彼
は
同
志
社

に
対
し
て
も
こ
う
提
言

す
る
。

「
今
日
多
数
の
人
々

は
月
給
が
も
ら
え
ね
ば

働
き
ま
せ
ん
。
然し

か

し
、

兄
弟
社
に
於お

い

て
は
、
主

義
の
為た

め
月
給
の
如
何

に
拘
は
ら
ず
働
く
の
で

あ
り
ま
す
」。「
同
志
社

で
も
幹
部
の
人
々
以
下

が
月
給
を
問
題
に
せ

ず
、
主
義
の
為
め
働
く
な
ら
ば
、
何
で
も
出
来

る
と
思
ひ
ま
す
」（
同
前
）。

●
親
日
家

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
日
本
が
好
き
で
、
１
９
１
９

年
、
旧
小
野
藩
主
・
一
柳
末
徳

す
え
の
り

（
慶
応
義
塾
卒
）

の
三
女
、
満
喜
子
と
結
婚
し
た
。「
私
の
家
内

は
旧
大
名
華
族
の
出
身
で
す
が
、
一
般
の
人
と

同
様
に
働
き
ま
す
」（「
近
江
兄
弟
社
の
精
神
的

機
構
」）。
式
は
自
ら
設
計
し
た
明
治
学
院
礼
拝

堂
（
港
区
指
定
文
化
財
）
で
挙
げ
た
。
オ
ル
ガ

ン
を
奏
し
た
の
は
、友
人
の
同
志
社
大
学
教
員
、
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て
の
自
宅
（
池
田
町
）
は
、
現
在
「
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
記
念
館
（
一
柳
記
念
館
）」（
滋
賀
県
指
定
有

形
文
化
財
）
と
な
っ
て
い
る
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、「
ワ
ン
・
パ
ー
パ
ス
」（
同

じ
志
）
の
歌
詞
通
り
に
、
神
と
祖
国
（
日
本
）

と
同
志
社
、
な
ら
び
に
世
界
同
朋
の
た
め
に
後

半
生
を
捧
げ
尽
く
し
た
。
ま
さ
に
、
神
に
忠
実

な
「
同
志
」
で
あ
っ
た
。

ウィリアム・メレル・ヴォーリズ
（William Merrell Vories）

1880.10.28－1964.5.7

カンザス州レブンワース市生まれ。アリゾナ州フラ
ッグスタッフ、さらにはコロラド州デンバーに転住。
コロラド大学卒業後、英語教師として日本に赴任する
が、伝道のために解職された。以後、YMCA活動を基
盤に近江ミッションを立ち上げ、「近江の教化」のため
に尽力した。その活動は教育（近江兄弟社学園）、医療
（ヴォーリズ記念病院）、出版（『湖畔の声』）、建築（一
柳ヴォーリズ建築事務所）、医薬品販売（株式会社近江
兄弟社）など幅広い。

ヴォーリズが手がけた啓明館（旧図書館）

結婚式を挙げた明治学院礼拝堂（ヴォーリズの設計）


